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巻頭
言
二
○
○
六
年
、
韓
国
総
神
大
学
校
と
本
校
と
の
間
に
交
流
が
生
ま
れ
、
総
神
大
学
校
社
会
教
育
院
に
お
い
て
二
度
に
わ
た
る
「
韓
・
日
宣
教
協
力
国
際
学
術
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
二
○
○
五
年
に
本
校
共
立
研
修
コ
ー
ス
に
入
学
し
た
趙
恩
済
宣
教
師
の
日
韓
宣
教
協
力
の
情
熱
を
理
解
さ
れ
た
総
神
大
学
の
劉
準
基
教
授
の
ご
高
配
に
よ
る
。
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
は
、
二
○
○
六
年
七
月
十
三
日
「
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
歴
史
の
理
解
」
を
主
題
に
、
以
下
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。
山
口
陽
一
「
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
一
五
○
年
」、
劉
準
基
「
韓
国
教
会
成
長
の
背
景
」、
全
浩
鎮
「
二
一
世
紀
韓
日
宣
教
協
力
の
課
題
」、
趙
恩
済
「
宣
教
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」。
第
二
回
は
、
二
○
○
七
年
七
月
十
二
日
「
基
督
教
改
心
と
社
会
・
歴
史
・
文
化
的
要
因
」
を
主
題
に
、
以
下
の
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
劉
準
基
「
キ
リ
ス
ト
教
的
方
法
を
通
し
た
韓
国
近
代
儒
教
改
革
運
動
の
研
究
」、
鄭
奎
薫
「
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
改
心
と
伝
統
宗
教
と
の
影
響
関
係
」、
油
井
義
昭
「
日
本
の
状
況
（
個
人
的
・
社
会
文
化
的
・
政
治
的
・
精
神
的
な
近
代
化
）
が
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
心
に
及
ぼ
し
て
き
た
影
響
」、
大
和
昌
平
「
日
本
宗
教
に
お
け
る
『
道
具
主
義
』
に
つ
い
て
」。
こ
う
し
た
交
流
の
一
端
を
紹
介
す
べ
く
、『
基
督
神
学
』
に
劉
準
基
教
授
の
論
文
を
掲
載
す
る
。
劉
教
授
は
、
前
総
神
大
学
校
副
総
長
、
総
長
代
行
で
あ
り
、
現
在
、
総
神
大
学
校
社
会
教
育
院
院
長
、
高
麗
学
術
財
団
諮
問
委
員
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
第
一
ラ
ジ
オ
歴
史
探
求
担
当
教
授
、
国
家
保
動
処
政
策
評
価
審
議
委
員
、
国
務
総
理
民
族
精
気
宣
揚
諮
問
委
員
、
民
族
魂
プ
リ
ネ
リ
ギ
市
民
連
合
共
同
代
表
と
い
う
要
職
の
数
々
を
務
め
て
お
ら
れ
る
。
今
回
掲
載
し
た
論
文
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
触
発
さ
れ
て
な
さ
れ
た
韓
国
儒
教
の
改
革
運
動
に
関
す
る
も
の
で
、
同
じ
く
キ
リ
ス
ト
教
に
触
発
さ
れ
て
国
家
神
道
を
形
成
す
る
日
本
の
場
合
と
比
較
し
て
興
味
深
い
。
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
教
会
が
、
共
通
i
の
文
化
的
基
盤
の
中
で
ど
の
よ
う
に
福
音
を
受
容
し
た
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
の
三
国
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
会
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
韓
国
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
者
で
あ
る
李
樹
廷
は
、
日
本
で
入
信
し
、
漢
文
で
信
仰
告
白
を
書
き
記
し
た
。
こ
の
三
国
の
関
係
が
何
で
あ
る
か
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
言
え
よ
う
。
山
口
陽
一
ii
